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　　　平成28年度歳入・歳出決算額
会計区分 歳入決算額 前年度対比 歳出決算額 前年度対比
一般会計 55億9,116万円 7.4% 53億530万円 8.7%

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 20億1,920万円 5.2% 18億8,310万円 6.9%
下水道事業特別会計 6億55万円 △3.2% 5億7,284万円 △4.3%
介護保険事業特別会計 10億7,768万円 6.2% 10億1,611万円 6.6%
給食事業特別会計 8,694万円 0.6% 8,645万円 0.5%

後期高齢者医療事業特別会計 1億8,234万円 13.0% 1億7,889万円 12.8%
水道事業会計 3億947万円 7.7% 3億6,527万円 3.3%
総　額 98億6,734万円 6.1% 94億796万円 7.0%

平成 28 年度決算

ここを

　平成 28 年度決算の中で、議会が注
目した主な事業等を紹介します。

　町税の徴収等歳入の確保に関しては、税務
窓口課を中心に関係する６課１室が徴収対策
推進会議を構成し、県との連携や他町村との
情報交換に努めるなど、町を挙げて取り組み、
現年度徴収率の改善が図られました。

　子どもたちが自由に思いのまま遊ぶことが
できる場所を提供するプレイパーク（冒険遊
び場）事業は、中家村公園、金井島緑陰自
由運動広場、屋敷下第１公園の３か所、計４
日間実施し、子どもたちとその保護者など
３００人を超える参加者でにぎわいました。

　開成駅東口の「ぷらっと・かいせい」内に、
町内２か所目となる子育て支援センターを
開設しました。乳幼児とその保護者の、遊
びを通した交流だけでなく、栄養士や保健
師などによる相談日を設けるなど、子育て
環境の充実を図りました。

　「あしがら」エリアの地域イメージの向上・
発信を行うため、「千年の湧水あしがら水源」
をブランド・コンセプトに、小田急トレイ
ンビジョンでのＰＲ動画の放映やポスター
の掲示などを実施しました。

　保健センターへの未病見える化コーナー
の設置及び活動量計システムを活用した健
康プログラムの構築を行いました。また、
コンディショニングをテーマにしたスポー
ツ講座等を開催しました。

（△は減）

町税等徴収率の向上

プレイパーク事業 ぷらっと・かいせい

あしがらローカル
ブランディング推進事業

未病いやしの里
　　　構築事業
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平成28年度
決算審議

質疑
　平成28年度の一般会計及び各特別会計、企業会計決算に
ついて、９月定例会議において審議を行いました。
　審議は町政全般にわたり、数多くの質疑がありました。
その中から、いくつかをお知らせします。

　
　

プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
実
施

し
た
屋
敷
下
第
１
公
園
は
住

宅
街
の
公
園
な
の
で
、
子
ど

も
の
声
や
駐
車
場
な
ど
課
題

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
。

　
　

平
成
27
年
度
か
ら
３
年

間
の
区
切
り
で
、
行
政
側
が

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

昨
年
度
は
、
町
内
で
の
事
業

展
開
の
方
法
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
検
証
し
、
今
後

の
運
営
を
住
民
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
展
開
し
て
い
く
た

め
の
課
題
を
中
心
に
検
討
し

た
。
ま
ず
、
町
内
に
定
着
さ

せ
、
最
終
的
に
は
常
設
化
を

目
指
し
て
い
る
。
今
年
度
は

住
民
団
体
の
基
盤
を
整
え
、

回
数
の
増
や
住
民
団
体
の
研

修
を
充
実
さ
せ
、
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
方
の
仲
間
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

子
育
て
環
境
充
実
事
業
費

問　

経※

常
収
支
比
率
が
83
．

３
％
で
、
こ
こ
数
年
は
80
％

前
半
で
あ
る
が
、
町
は
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

近
年
は
80
％
前
後
で

あ
り
、
こ
の
数
字
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
以
外
に
使
え
る
お

金
が
あ
る
の
で
、
こ
の
数
字

を
今
後
も
推
移
し
て
い
き
た

い
。
今
ま
で
は
県
内
で
三
番

目
だ
っ
た
が
、
平
成
28
年
の

速
報
値
で
は
一
番
良
い
数
字

で
あ
り
、
町
の
財
政
運
営
は

良
好
な
状
況
に
あ
る
。
今
後
、

今
の
状
態
が
続
い
て
い
く
よ

う
に
自
主
財
源
等
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

※
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

　

判
断
す
る
指
標

　
　

宮
台
北
地
区
の
事
業
化

に
向
け
、
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
検
討
や
地
権
者
と
の
合
意

形
成
の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

　
　

昨
年
５
月
に
南
足
柄
市

と
開
成
町
で
推
進
協
議
会
を

設
立
し
た
。
事
業
内
容
の
検

討
や
地
権
者
の
質
問
に
答
え

る
勉
強
会
等
を
３
回
開
催
し

た
。
宅
地
と
農
地
で
は
事
業

に
対
す
る
考
え
方
や
状
況
が

違
う
の
で
、
そ
の
対
応
を
し

た
。
工
業
系
で
は
企
業
誘
致

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

工
業
立
地
に
つ
い
て
、
資
本

金
５
千
万
円
以
上
で
、
東
京

の
東
側
と
神
奈
川
県
内
の
約

４
千
企
業
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
い
る
。

産
業
集
積
促
進
事
業
費

プ
レ
イ
パ
ー
ク
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
展
開
は

経
常
収
支
比
率
か
ら
見
る

　
　
　
　
　
　

町
の
財
政
状
況
は

足
柄
産
業
集
積
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
の
現
状
は

問問答

問答

答

プレイパークの様子

　
　

町
に
適
し
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
執

務
環
境
整
備
の
提
供
方
法
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
た
成
果

報
告
は
。

　
　

窓
口
の
現
状
か
ら
、
本

町
に
合
う
サ
ー
ビ
ス
の
話
し

合
い
を
し
た
。
庁
内
に
お
い

て
も
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
作
り
、
今
後
も
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
を

続
け
て
い
く
。

　
　

要
介
護
１
か
ら
５
の
方

の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
前
年
度
６
７
１
件
か

ら
１
５
０
７
件
に
増
え
て
い

る
。
町
内
で
認
知
症
と
診
断

さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
の

か
。

　
　

認
知
症
の
認
定
率
は
、

高
齢
化
率
と
比
べ
て
、
同
様

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
伸
び

で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
が
こ
の
近
辺
に

増
え
、
近
隣
の
市
町
村
で
も

許
可
を
得
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

行
き
慣
れ

た
と
こ
ろ

で
の
利
用

が
増
え
て

い
る
。

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業

新
庁
舎
建
設
後
に

　

町
民
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
す
る
の
か

町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は

問

　
　

「
千
年
の
湧
水
あ
し
が

ら
水
源
」
を
ブ
ラ
ン
ド
・
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
小
田
急
ト
レ

イ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
Ｐ
Ｒ
動

画
の
放
映
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示

な
ど
を
し
た
手
応
え
は
。

　
　

小
田
急
線
の
車
両
の
中

で
は
、
他
の
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画

も
配
信
し
て
お
り
、
ま
た
、

電
車
内
の
過
ご
し
方
も
人
そ

れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
東
京
方

面
の
方
に
は
新
鮮
な
情
報
と

し
て
見
て
い
た
だ
け
た
の
で
、

一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
。

　
　

平
成
28
年
度
に
視
察
等

は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
観

光
面
で
の
Ｐ
Ｒ
は
。

　
　

中
国
の
テ
レ
ビ
局
の
取

材
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
東
京
都

日
の
出
町
、
ド
イ
ツ
か
ら
留

学
生
の
視
察
等
が
あ
っ
た
。

経
済
面
で
の
活
用
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
が
、
興
味
を
持
っ

て
い
る
方
は
多
い
。
環
境
問

題
を
考
え
る
大
会
等
に
は
積

極
的
出
向
い
て
Ｐ
Ｒ
や
パ
イ

プ
を
作
っ
て
い
き
、
交
流
人

口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

町
単
独
で
は
難
し
い
の
で
、

広
域
連
携
の

観
点
も
含
め

て
Ｐ
Ｒ
に
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
促
進
事
業
費

千
年
の
湧
水
あ
し
が
ら
水
源
の
Ｐ
Ｒ
効
果
は

小
水
力
発
電
に
よ
る
町
の
Ｐ
Ｒ
は

問

問答あ
し
が
ら
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
事
業
費

問答

答答

　
　

「
ぷ
ら
っ
と
・
か
い
せ
い
」
内

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者

か
ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ

た
か
。
ま
た
、
今
後
の
展
開
は
。

　
　

開
設
当
初
は
駐
車
場
の
利
便

性
が
悪
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

が
、
現
在
は
臨
時
駐
車
場
を
整
備

し
て
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
食
事
の
時
間
等
の
ル
ー

ル
を
決
め
て
い
る
が
、
運
営
上
の

柔
軟
さ
を
求
め
る
声
が
あ
り
、
判

断
が
難
し
く
、
内
容
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
る
。

　

今
後
は
第
二
土
曜
日
に
開
設
し

た
と
き
、
父
親
を
対
象
と
し
た
講

座
を
実
施
し
、
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
。

開
成
町
駅
前
窓
口
コ
ー
ナ
ー
関
係
費

「
ぷ
ら
っ
と・か
い
せ
い
」の

　
　

今
後
の
展
開
は

問答

子育て支援センターの様子

小田急トレインビジョン

　　平成 29 年 11 月　№ 1905 45 № 190　平成 29 年 11 月　



教育民生常任委員会で慎重審議の結果…

平成28年度一般会計決算討論

　歳入においては、町民税が12億1,358万5千
円、前年度比9.8％の増で、人口の増加傾向や
町内企業業績の好転もあり、個人町民税、法人
町民税ともに昨年に引き続き増加している。特
に法人町民税では大手企業の業績が良好であっ
たことなどから大幅な増収となった。
　固定資産税全体では、ほぼ横ばいの前年度比
0.5％増の14億4,344万円となり、町税全体で
は28億915万2千円で、前年度比4.4％の増と
なった。
　また、寄付金においては大幅な増であり、こ
れはふるさと応援寄付金（ふるさと納税）制度
活用の取り組み効果であり評価できる。
　歳出においては、人口が増加している町とし
て、民間保育所整備費補助金などの児童福祉費

の充実や開成幼稚園大規模改修に取り組むなど
子育て支援関連事業の充実が図られている。
　なお、少子高齢化に伴い扶助費が引き続き増
加傾向にあるのは不安要素ではあるものの、財
政指標をみてみると、経常収支比率は平成27
年度に1.7ポイント下がったのに引き続き28
年度も1.0ポイント下がったことで柔軟性が高
まったことを始めとして、実質収支比率6.3％、
実質公債費比率（3カ年平均値）が8.2％、将
来負担比率は55.7％で全体として良好な運営
が維持されていると認められる。
　全職員が健康で町民の更なる福祉の向上に取
り組んでもらうためにも、働き方改革が言われ
る中、職員の福利厚生のより一層の充実が図ら
れる様要望して、賛成討論とする。 

賛成討論　－吉田  敏郎議員－

提出 議決日 議　案　名
審
議
結
果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長 9／7 開成町営水泳プール条例を廃止する条例を制定することについて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町長 9／14

決算認定について（一般会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（国民健康保険特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（下水道事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（介護保険事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（給食事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（後期高齢者医療事業特別会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算認定について（水道事業会計） 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成28年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成29年度開成町一般会計補正予算（第３号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成29年度開成町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成29年度開成町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成29年度開成町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成29年度開成町給食事業特別会計補正予算（第１号）について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成29年度開成町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成29年９月定例会議議案審議結果

★茅沼隆文議長は採決に加わらない。　　　○は賛成した者　　●は賛成しなかった者　　「除」は除斥　　「欠」は欠席

議会への多くのご意見・ご感想、ありがとうございました。
今後の議会活動に反映してまいります。

　

子
連
れ
傍
聴
が
可
能
な
の

は
大
変
あ
り
が
た
い
で
す

が
、
長
時
間
は
大
人
も
子
ど

も
も
辛
い
で
す
。
ネ
ッ
ト
配

信
な
ら
場
所
を
選
ば
ず
、
好

き
な
時
間
に
も
聴
け
ま
す
。

録
画
が
あ
れ
ば
日
中
働
い
て

い
る
家
族
と
も
見
れ
ま
す
。

是
非
早
急
に
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　

遠
い
存
在
だ
っ
た
議
会

も
、一
度
傍
聴
し
て
み
る
と
、

ま
た
次
も
来
て
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
の
一
歩
が
出
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
是
非
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
（
30
代
・
女
性
）

　

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス

リ
ー
ト
、
団
体
の
活
躍
が
目

覚
ま
し
く
、
県
・
全
国
～
世

界
規
模
へ
の
出
場
対
応
は
金

銭
面
で
も
支
援
が
必
要
。
議

会
は
よ
り
町
を
ス
ポ
ー
ツ
面

で
振
興
促
進
す
る
よ
う
、
議

会
中
心
に
取
り
組
み
を
強
化

さ
れ
た
い
。　（

70
代
・
男
性
）

〇
開
成
町
営
水
泳
プ
ー
ル
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

町
営
水
泳
プ
ー
ル
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

当
該
施
設
を
廃
止
し
、
代
替
の
施
設
を
設
け
な

い
こ
と
か
ら
開
成
町
営
プ
ー
ル
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定
。

問　

町
民
プ
ー
ル
の
廃
止
に
伴
い
、
開
成
南
小

学
校
の
プ
ー
ル
を
夏
季
開
放
し
た
が
、
未
就
学

児
が
利
用
で
き
る
プ
ー
ル
で
は
な
い
。町
民
プ
ー

ル
と
し
て
の
利
用
は
難
し
い
と
考
え
る
が
。

答　

今
年
度
は
プ
ー
ル
フ
ロ
ア
を
購
入
し
、
低
学

年
の
お
子
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

開
放
し
た
。
未
就
学
児
で
も
フ
ル
フ
ロ
ア
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
今
年
度
の
実
施
結
果
も
踏
ま
え

て
考
え
て
い
き
た
い
。

９
月
定
例
会
議
議
案
審
議

　薬害肝炎救済法はウイルスに汚染された血
液製剤フィブリノゲンなどを投与され、C 型
肝炎に感染した患者の救済を目的に 2008 年
に成立しました。救済法に基づく給付金の請
求期限が来年１月 15 日に迫るなか、これま

で救済を受けたのは、１万人超といわれる感
染被害者の約２割にとどまっています。感染
被害者の全員救済のために救済法の延長を求
めます。

　採択を今回で行うか否かについて討議した結果、個々に調査研究などをした上で、
次回の委員会以降に扱うこととした。

ここが
知りたい！

9月定例会議
傍聴者の声どう見えた？

開成町の今と未来

「薬害肝炎救済法の延長を求める意見書」の採択を求める陳情

委員会
付託

継続
審査
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国
は
、
昨
年
12
月
に
成
立
し
た
改
正
が
ん

対
策
基
本
法
で
、
学
校
や
社
会
で
の
が
ん
教

育
の
推
進
を
決
定
し
、
さ
ら
に
、
文
部
科
学

省
は
本
年
度
か
ら
「
が
ん
教
育
」
の
全
国
展

開
に
向
け
て
、
３
年
間
に
渡
っ
て
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　

子
ど
も
へ
の
「
が
ん
教
育
」
は
、
本
人
は

勿
論
、
保
護
者
を
は
じ
め
家
族
へ
の
が
ん
検

診
の
推
進
や
健
康
づ
く
り
な
ど
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
生
命
の
尊
さ
を
家
族
で
も
見
つ
め
る

機
会
に
な
る
と
考
え
る
。

問  
「
が
ん
教
育
」
に
お
け
る
町
の
具
体
的

な
方
策
は
。

答  
来
年
１
月
、
開
成
南
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
に
、
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
健
康

財
団
に
よ
る
「
が
ん
教
育
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
予
定
で
調
整
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
授

業
で
は
、
学
齢
期
か
ら
が
ん
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
予
防
す
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
学

び
、
自
ら
の
健
康
管
理
、
が
ん
患
者
等
へ
の

共
感
や
、
命
の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
。
今
後
、
新
学

習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
「
が
ん
教
育
」
の
推

進
を
考
え
て
い
る
。

問  
前
立
腺
が
ん
の
検
診
に
対
し
て
医
療
費

助
成
は
、
南
足
柄
市
を
含
む
１
市
５
町
の
う

ち
、
１
市
３
町
が
医
療
費
助
成
を
し
て
い
る

が
、
町
の
所
感
は
。

答  
今
現
在
で
は
、
町
で
公
費
を
投
入
し
て

前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
た
だ
、
今
後
、
国
の
指
針
・
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
見
直
し
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問  
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
適
用
範
囲
を

中
学
３
年
生
ま
で
に
拡
大
す
る
こ
と
は
必
須

と
考
え
る
が
。

答  
よ
り
一
層
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

を
進
め
て
い
く
観
点
か
ら
、
通
院
助
成
の
対

象
を
現
行
の
小
学
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

拡
大
す
る
。

　

平
成
30
年
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら

実
現
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

町政を問う

※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。

一般質問

前田　せつよ
　　　　議員

※ 質問者本人の原稿を、広報分科会委員が議事録に基づき校正しています。

　

年
間
を
通
じ
て
あ
ま
り
有
効
活
用
さ
れ
て

い
な
い
公
有
地
を
い
く
つ
か
所
有
し
て
い
る

現
状
が
あ
る
。

問  
公
有
地
は
維
持
管
理
経
費
が
掛
か
る
こ

と
か
ら
、
将
来
に
お
け
る
計
画
を
含
め
、
当

面
の
利
活
用
計
画
等
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

答  
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
個
別
計
画
を

つ
く
っ
て
、
で
き
れ
ば
第
五
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
中
に
も
位
置
付
け
を
し
て
、

個
別
の
土
地
の
活
用
に
つ
い
て
位
置
付
け
を

図
り
、
予
算
化
を
し
て
い
き
た
い
。

問  
「
中
部
地
域
」
松
ノ
木
河
原
地
区
の
公

有
地
に
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
や
レ
ジ
ャ
ー

用
多
目
的
車
等
、
車
中
泊
で
旅
行
す
る
人
の

受
け
入
れ
施
設
を
民
間
活
用
に
よ
り
整
備
し
、

観
光
集
客
策
を
考
え
て
は
。

答  
市
街
化
区
域
内
の
優
良
な
住
宅
地
に
隣

接
し
て
い
る
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。

問  
車
中
泊
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
同
行
・
同
伴

避
難
場
所
の
拠
点
に
。

答  
調
査
、
検
証
の
結
果
に
よ
り
、
適
地
で

あ
れ
ば
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問  
各
種
団
体
の
備
品
倉
庫
を
集
約
し
、
災

害
協
定
を
結
び
、
防
災
拠
点
に
活
用
し
て
は
。

答  
現
在
は
広
域
避
難
場
所
に
指
定
し
て
い

な
い
が
、
見
直
し
の
際
に
は
、
検
討
の
余
地

は
あ
る
。

問  
「
北
部
地
域
」
金
井
島
緑
陰
自
由
運
動

広
場
は
、
幼
稚
園
建
設
予
定
地
と
さ
れ
て
い

る
。
周
辺
で
は
、
酒
造
の
再
生
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
瀬
戸
屋
敷
に
続
く
観
光
拠
点
に
な

る
と
考
え
る
が
、
駐
車
場
の
不
足
が
発
生
し

地
域
住
民
に
影
響
が
出
る
と
予
測
す
る
。
当

面
の
利
用
方
法
と
し
て
有
料
駐
車
場
の
整
備

を
行
っ
て
は
。

答  
幼
稚
園
建
設
用
地
と
し
て
購
入
を
し
た

が
、
当
面
は
幼
稚
園
を
建
設
す
る
予
定
は
な

い
。
例
え
ば
、
常
設
型
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の

用
地
な
ど
、
子
ど
も
向
け
の
施
設
用
地
と
し

て
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

北
部
地
域
振
興
の
拠
点
で
あ
る
瀬
戸
屋
敷
の

東
側
駐
車
場
を
拡
大
し
、
大
型
バ
ス
も
駐
車

で
き
る
駐
車
場
に
整
備
す
る
。

山田　貴弘
　　　　議員

目
的
を
も
っ
た
公
有
地
利
用
の
利
活
用
計
画
を

　

開
成
町
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
推

進
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

　

近
年
で
は
、
小
・
中
・
高
校
生
の
活
躍
が

目
覚
ま
し
く
、
町
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
て

い
る
。

　

今
後
、
国
内
で
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
決
定
し
て
お
り
、

人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
機
運
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
誰
も
が

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

問  
文
命
中
学
校
野
球
部
の
顧
問
の
先
生
と

選
手
た
ち
に
褒
章
を
贈
る
考
え
は
。

答  
褒
賞
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問  
庁
用
バ
ス
の
利
用
を
年
に
複
数
回
で
き

る
よ
う
に
出
来
な
い
か
。

答  
現
在
の
利
用
方
法
が
道
路
運
送
法
の
考

え
方
か
ら
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ

う
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
こ
の
運

用
に
問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

県
大
会
等
、
町
を
代
表
し
て
参
加
す
る
よ
う

な
場
合
に
は
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問  
町
で
行
っ
て
い
る
ス
ポ
レ
ク
に
障
が
い

者
の
方
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
入

れ
る
考
え
は
。

答  
来
年
は
福
祉
や
障
が
い
者
の
関
係
団
体

と
も
連
携
を
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
意

識
醸
成
な
ど
も
図
っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

問  
自
治
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
民
間
企
業

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て

地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
組
織
で
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
他
の
自
治
体

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
設
置
す
る
考
え

は
。

答  
今
の
と
こ
ろ
設
置
は
考
え
て
な
い
が
、

今
後
、
近
隣
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

考
え
て
い
く
余
地
は
あ
る
と
思
う
。

問  
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
を
。

答  
第
五
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策

定
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

佐々木　昇
　　　　議員

子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
町
に
活
力
を

文命中学校野球部が
　　　　全国大会に出場

金井島緑陰自由運動広場
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町
の
消
防
団
員
の
定
数
減
の
状
況
が
続
い

て
い
る
。
近
年
の
気
象
異
常
に
よ
る
自
然
災

害
は
、
年
々
、
想
像
を
絶
す
る
規
模
で
発
生

し
拡
大
し
て
い
る
。
防
災
・
減
災
へ
向
け
た

取
り
組
み
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

問  
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
域
の

防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
は
、
有
事
に
お

い
て
は
い
ち
早
く
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
わ
け
で
あ
る
が
、

全
国
的
に
団
員
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お

り
ま
し
て
、
当
町
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
顕

著
で
あ
る
。
現
状
、
96
名
の
団
員
数
に
は
変

わ
り
は
な
い
の
か
、
町
の
消
防
団
員
数
は

１
０
８
名
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
団
員
数

の
確
保
は
難
し
く
感
じ
る
。

答  
３
名
の
方
が
協
議
会
発
足
後
、
入
団
さ

れ
て
、
99
名
に
な
っ
た
。
町
を
挙
げ
て
団
員

を
増
や
し
て
い
き
１
０
８
名
を
目
指
し
て
い

く
。

問  
今
年
４
月
に
町
消
防
組
織
強
化
推
進
連

絡
協
議
会
を
設
立
し
た
。
自
治
会
、
消
防
団

Ｏ
Ｂ
で
組
織
す
る
友
の
会
、
町
内
事
業
所
な

ど
の
関
係
機
関
が
密
接
に
連
携
し
て
町
を
挙

げ
て
消
防
団
員
を
確
保
す
る
体
制
を
構
築
し

た
が
、
今
後
の
推
進
連
絡
協
議
会
を
ど
の
よ

う
な
形
で
進
め
て
い
く
の
か
。

答  
消
防
団
員
の
確
保
が
大
き
い
、
自
治
会
、

地
域
の
事
業
所
、
消
防
団
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
、

町
を
挙
げ
て
防
災
力
を
高
め
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
、
消
防
団
と
防
災
関
係
機
関
者
が
顔

の
見
え
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
。　
　
　

　

ど
う
な
る
の
か
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問  
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
一
体
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
行
政
の
効
率
化
と
し

て
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
、

迅
速
な
支
援
が
期
待
で
き
る
等
と
言
っ
て
い

た
が
メ
リ
ッ
ト
は
出
て
い
る
の
か
。

答  
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
空
き
領
域
を
活
用
し
た

効
果
が
制
度
導
入
後
に
図
ら
れ
て
と
Ｐ
Ｒ
が

あ
っ
た
が
、
町
で
は
、
活
用
を
図
っ
て
い
な

い
。

菊川　敬人
　　　　議員

地
域
防
災
力
の
強
化
策
に
つ
い
て

　

人
口
増
加
に
伴
い
、
若
い
世
代
に
定
着
し

て
い
た
だ
く
た
め
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い

る
。
一
方
２
０
２
５
年
に
は
超
高
齢
者
社
会

が
や
っ
て
く
る
。
高
齢
者
対
策
に
は
多
く
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
安
心
し
て
住

め
る
福
祉
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

問  
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証
自
主
返

納
に
関
す
る
町
の
方
策
は
。

答  
自
主
返
納
に
つ
い
て
は
加
齢
に
伴
う
身

体
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
運
転

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
高
齢
運
転
者
や
運
転

を
継
続
す
る
意
思
が
な
く
返
納
し
た
い
と
い

う
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
松
田
警

察
署
と
連
携
し
制
度
を
浸
透
し
て
い
き
た
い
。

外
出
や
買
い
物
に
行
く
移
動
手
段
が
な
い
場

合
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
巡
回
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
。

問  
巡
回
バ
ス
を
移
動
の
手
段
と
し
て
利
用

と
の
こ
と
だ
が
、
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

例
え
ば
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
個
別
の
実
態
に

合
っ
た
施
策
は
。

答  
今
年
度
か
ら
二
台
体
制
で
運
行
し
て
い

る
。
各
自
治
会
等
で
意
見
を
聞
き
バ
ス
停
の

場
所
や
増
便
の
要
望
を
取
り
入
れ
運
行
し
て

い
る
。
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
は
、
今
は
障

が
い
者
の
方
に
配
布
し
て
い
る
。
対
象
者
を

ど
こ
ま
で
か
は
今
後
の
課
題
と
受
け
止
め
た

い
。

問  
年
金
で
、
老
人
ホ
ー
ム
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
希
望
を
し
た
場
合
の
支
援

策
は
。

答  
特
養
入
所
者
の
低
所
得
者
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
年
金
な
ど
の
収
入
・
資
産
が
一
定

以
下
の
人
に
対
し
て
自
己
負
担
上
限
額
を
設

け
、
超
え
た
居
住
費
・
食
費
の
負
担
額
が
特

定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
介
護
保

険
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

問  
開
成
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
介
護
保

険
事
業
計
画
の
第
７
期
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答  
第
７
期
は
第
６
期
を
踏
ま
え
、
２
０
２

５
年
を
見
据
え
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
着
実
な
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

湯川　洋治
　　　　議員

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
学
習

出
来
る
よ
う
町
民
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
各
種

講
座
、
講
演
会
、
あ
じ
さ
い
塾
、
出
前
講
座

な
ど
が
あ
る
。

問  
毎
年
度
に
お
け
る
講
座
な
ど
の
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
様
に
計
画
し
実
施
す
る

の
か
。

答  
生
涯
学
習
講
座
は
、
年
度
末
に
当
該
年

度
に
実
施
し
た
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
踏
ま
え
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成

し
、
年
度
当
初
に
全
戸
配
布
し
て
い
る
。
人

材
バ
ン
ク
登
録
者
に
講
師
を
依
頼
し
て
、
平

成
28
年
度
実
績
は
、
32
講
座
を
計
72
回
実
施

し
、
受
講
者
は
６
７
２
名
で
あ
る
。
反
省
点

は
、
当
初
44
講
座
を
予
定
し
た
が
、
12
講
座

が
未
実
施
と
な
っ
た
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
方
法
の
検
討
を
行
い
、
開
設
を
工
夫
す
る
。

問  
受
講
者
が
集
ま
ら
な
く
、
12
講
座
が
未

実
施
と
な
っ
た
原
因
は
な
に
か
。

答  
生
涯
学
習
講
座
は
、
最
低
５
名
以
上
の

場
合
に
開
催
す
る
取
り
決
め
が
あ
り
、
５
名

に
達
し
な
か
っ
た
。
受
講
者
の
偏
り
も
あ
る
。

今
後
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え

で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問  
講
師
と
し
て
教
え
る
こ
と
が
生
き
が
い

や
、
や
り
が
い
に
つ
な
が
る
視
点
で
取
り
組

み
を
推
進
す
る
具
体
的
な
計
画
は
。

答  
団
塊
の
世
代
が
生
き
が
い
を
も
つ
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
豊
か
な
社
会
構

成
に
な
ら
な
い
。
学
ぶ
だ
け
で
な
く
講
師
と

し
て
教
え
る
喜
び
を
持
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
。

問  
開
成
南
小
学
校
で
は
、
体
育
施
設
だ
け

で
な
く
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
一
般
開

放
を
う
た
わ
れ
て
い
た
が
今
後
の
利
用
促
進

策
は
。

答  
主
に
理
科
室
、
音
楽
室
、
家
庭
科
室
な

ど
の
利
用
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
生
涯
学
習

講
座
な
ど
の
各
種
講
座
で
活
用
を
図
り
な
が

ら
、
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

下山　千津子
　　　　議員

町
民
参
加
事
業
等
の
推
進
体
制
整
備
に
つ
い
て
問
う

　

７
月
５
日
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
で
、

福
岡
県
朝
倉
市
で
は
尋
常
で
は
な
い
雨
量
が

狭
い
範
囲
に
集
中
し
、
大
量
の
土
砂
と
流
木

が
中
小
の
河
川
を
せ
き
止
め
川
が
あ
ふ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
に
つ
な
が
っ
た
。

問  
酒
匂
川
の
上
流
地
域
で
、
線
状
降
水
帯

が
多
発
し
て
表
層
崩
壊
が
起
き
、
流
木
や
土

砂
が
足
柄
大
橋
な
ど
の
橋
脚
に
大
量
に
流
れ

込
ん
で
、
酒
匂
川
が
一
気
に
氾
濫
す
る
と
い

う
事
態
に
な
ら
な
い
か
懸
念
す
る
声
を
町
民

か
ら
頂
い
て
い
る
。
町
は
ど
の
よ
う
な
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

答  
先
般
、
小
田
原
市
で
小
山
町
長
が
酒
匂

川
の
洪
水
・
氾
濫
や
、
山
が
表
層
崩
壊
を
し

た
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
当
該
町
だ
け
で

は
な
く
て
、
上
流
か
ら
下
流
域
の
自
治
体
が

一
体
的
に
危
機
感
を
持
っ
て
防
止
を
し
て
い

く
策
が
必
要
と
講
演
を
さ
れ
た
。
ま
た
、
酒

匂
川
を
二
級
河
川
か
ら
一
級
河
川
に
格
上
げ

し
て
国
の
管
理
に
委
ね
る
の
が
望
ま
し
い
と

大
井
町
長
も
発
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
取
り
組
み
と
す
れ
ば
、
酒
匂
川
流
域

の
市
町
村
の
自
治
体
が
協
働
し
て
県
や
国
に

対
し
て
、
一
級
河
川
に
格
上
げ
す
る
要
望
を

し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
あ

る
。

問  
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
毎
年

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
全
町
的
に
豪
雨
災

害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
も
定
期
的
に
や
っ

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答  
防
災
訓
練
の
想
定
を
水
害
に
変
え
て
全

町
一
斉
に
行
う
こ
と
は
非
常
に
有
効
と
考
え

る
。
実
施
に
つ
い
て
自
治
会
の
皆
さ
ま
の
参

加
が
不
可
欠
な
の
で
、
十
分
調
整
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

問  
み
な
み
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
、

防
災
行
政
無
線
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
と

き
が
あ
る
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

答  
み
な
み
地
区
付
近
に
は
防
災
行
政
無
線

の
屋
外
個
局
の
配
置
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
配
置
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

石田　史行
　　　　議員

局
地
的
な
豪
雨
災
害
へ
の
備
え
を
問
う

生涯学習講座「親子であそぼうわらべうた」
町では、消防団員を

随時募集中

町の横を流れる酒匂川
町巡回バス
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平
成
28
年
３
月
に
「
開
成
町
地
域
防
災
計

画
」
を
修
正
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
効
性
を

改
め
て
検
証
す
べ
き
。
一
人
の
犠
牲
者
も
出

さ
な
い
こ
と
を
目
指
す
防
災
（
減
災
）
計
画

と
す
べ
き
で
あ
る
。

問  
「
地
域
防
災
計
画
」
は
毎
年
検
討
を
加

え
、
必
要
な
修
正
を
す
る
と
あ
る
が
本
年
度

の
実
績
は
。

　

ま
た
、
計
画
の
全
体
的
な
対
応
の
流
れ
を

日
ご
ろ
か
ら
習
熟
し
て
お
く
と
あ
る
が
そ
の

状
況
は
。

答  
今
年
度
も
開
成
町
防
災
訓
練
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
検
討
を
加
え
、

次
年
度
へ
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。
地
域

防
災
計
画
の
習
熟
に
つ
い
て
は
、
開
成
町
防

災
訓
練
の
際
に
災
害
発
生
以
降
の
活
動
の
流

れ
に
つ
い
て
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
内
容
の
習

熟
に
努
め
て
い
る
。

問  
毎
年
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
へ
の
町
民

参
加
率
の
向
上
施
策
は
。
特
に
要
援
護
者
等

に
つ
い
て
の
計
画
は
。

答  
平
成
25
年
に
内
閣
府
か
ら
だ
さ
れ
た

「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援
に

関
す
る
取
組
指
針
」
に
よ
り
、
個
別
計
画
の

様
式
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成
28
年
度
か

ら
実
施
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
要
援
護
者
訓
練
に
つ
い
て
は
、

実
効
性
の
あ
る
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問  
避
難
の
長
期
化
に
備
え
避
難
所
運
営
、

町
民
の
健
康
維
持
の
施
策
は
。

答  
福
祉
会
館
を
模
擬
的
に
避
難
所
に
見
立

て
、
避
難
所
運
営
時
に
お
け
る
感
染
対
策
や

健
康
指
導
の
手
順
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問  
被
災
地
に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
て
い
る
組
織
が
あ
る
が
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
へ
の
対
処
と
か
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
持
っ
て
い
る
組
織
と
の
協

定
は
ど
う
か
。

答  
避
難
者
の
方
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、

非
常
に
そ
れ
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
の

サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
方
法
、

ま
た
協
定
の

締
結
の
方
法

な
ど
、
そ
の

事
例
を
研
究

し
て
い
く
。

和田　繁雄
　　　　議員

　

８
月
10
日
に
小
田
原
市
・
南
足
柄
市
「
中

心
市
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
任
意
協
議
会
が

終
了
し
、
新
市
の
あ
り
方
を
含
む
報
告
書
を

取
り
ま
と
め
た
。
２
市
の
動
向
は
県
西
地
域

２
市
８
町
の
再
編
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
だ

け
に
、
開
成
町
と
し
て
も
注
視
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

問  
２
市
が
合
併
の
方
向
に
動
い
た
場
合
、

開
成
町
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か
、
ま

た
、
そ
の
影
響
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答  
２
市
協
議
の
結
果
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
開
成
町
の
町
政
運
営
の
方
向
性
を
変
え

る
こ
と
は
な
く
、
今
後
に
お
い
て
も
２
市
の

動
向
に
巻
き
込
ま
れ
ず
、
冷
静
に
対
処
し
て

い
く
。
将
来
に
向
け
て
全
国
的
に
人
口
減
少
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
基
礎
自
治
体
と
し
て

行
財
政
基
盤
を
整
え
、
安
定
的
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
施
策

展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、
開
成
町
に
お

い
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
足
柄
上
郡
５

町
に
お
け
る
共
同
歩
調
を
基
本
と
し
て
連
携

の
拡
大
や
深
化
に
向
け
た
協
議
・
調
査
等
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問  
足
柄
上
郡
５
町
の
枠
組
み
で
の
研
究
会

の
進
捗
状
況
は
。

答  
本
年
５
月
に
は
、
足
柄
上
郡
５
町
の
副

町
長
、
広
域
担
当
課
長
に
よ
る
協
議
会
の
名

称
を
あ
し
が
ら
地
域
創
生
連
携
推
進
協
議
会

と
し
て
規
約
等
を
整
備
し
、
改
め
て
運
営
を

開
始
し
た
。
協
議
会
に
お
い
て
は
、
あ
し
が

ら
地
域
広
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
新
た
な
広

域
連
携
事
業
の
構
築
、
２
市
協
議
へ
の
対
応

策
の
検
討
の
３
項
目
を
業
務
内
容
と
し
、
あ

し
が
ら
地
域
の
将
来
像
を
上
郡
５
町
で
共
有

す
る
た
め
「
あ
し
が
ら
」
と
し
て
の
指
針
・

ポ
リ
シ
ー
を
整
理
し
、
あ
し
が
ら
広
域
ビ

ジ
ョ
ン
の
作
成
を
重
要
項
目
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。

問  
協
議
会
の
会
長
は
ど
こ
が
務
め
、
事
務

局
は
ど
こ
に
置
か
れ
た
の
か
。

答  
会
長
お
よ
び
事
務
局
は
と
も
に
開
成
町

で
あ
る
。

井上　三史
　　　　議員

　

商
工
業
者
は
、
地
域
の
経
済
を
支
え
る
極

め
て
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
活
力
を
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
地
域
経
済

を
支
え
る
中
小
企
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
事
業

展
開
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問  
開
成
町
商
工
振
興
会
会
員
数
は
、
平
成

17
年
の
２
５
５
人
が
平
成
27
年
に
は
１
９
０

人
。
工
業
部
会
会
員
数
は
、
平
成
18
年
の
64

人
が
、
平
成
28
年
に
は
38
人
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
現
状
に
大
変
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
が
、

町
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答  
商
工
振
興
会
会
員
数
の
低
下
と
い
う
の

は
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
会
員
数
の
増

加
施
策
は
、
町
と
し
て
も
、
今
後
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問  
後
継
者
の
確
保
、
育
成
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
も
日
頃
か
ら

足
柄
上
商
工
会
と
連
携
し
て
、
小
規
模
事
業

者
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答  
町
の
支
援
と
し
て
、
中
小
企
業
者
に
運

転
資
金
及
び
設
備
資
金
等
の
融
資
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
資
金
を
受
け
た
方
に
対
す
る

信
用
保
証
料
に
つ
い
て
、
全
額
の
補
助
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問  
現
状
、
開
成
ブ
ラ
ン
ド
認
定
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  
ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
４
回
実
施
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
現
在
16
品
目
の
開
成
ブ
ラ
ン
ド
の

品
物
が
あ
る
。
今
後
、
開
成
ブ
ラ
ン
ド
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
今
年
度
中

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問  
瀬
戸
屋
敷
の
イ
ベ
ン
ト
の
交
通
問
題
、

町
の
巡
回
バ
ス
を
使
用
し
て
、
交
通
手
段
と

し
て
な
り
得
な
い
か
。

答  
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
調
整
も
あ
る
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

星野　洋一
　　　　議員

商
工
振
興
に
対
す
る
施
策
を
問
う

小
田
原
市
・
南
足
柄
市
「
中
心
市
の
あ
り
方
」
に
関
す
る

任
意
協
議
会
終
了
を
受
け
て
開
成
町
へ
の
影
響
を
問
う

防
災（
減
災
）対
策
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
深
化
の
方
針
に
つ
い
て
問
う

視

察

来

町

　

本
町
議
会
の
「
議
会
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
を
視
察
す
る
た
め
、
10

月
10
日
に
徳
島
県
三
好
市
議
会
が
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
好
市
は
、
平
成
18
年
３
月
１
日
に

４
町
２
村
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。

四
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
北
は
香

川
県
、
西
は
愛
媛
県
、
南
は
高
知
県
に

接
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
90
％
近
く
が
山
地
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、中
央
部
を
吉
野
川
が
横
切
り
、

大
歩
危
峡
や
紅
葉
の
名
所
・
竜
ヶ
岳
、

高
峰
・
剣
山
と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
が

あ
る
。
ま
た
、
阿
波
踊
り
や
祖
谷
平
家

ま
つ
り
、
源
平
雪
合
戦
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。「
自
然
が

生
き
活
き
、
人
が
輝
く
交
流
の
郷
」
と

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
交
流
と
連
携

の
拠
点
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
本
町
議
会
の
こ
れ
ま
で

の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
と
、
①
日

曜
議
会 

②
議
会
報
告
会 

③
通
年
の

会
期
制 

④
今
後
の
議
会
改
革
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
で
は
、
三
好
市
議

会
か
ら
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
、
報
告
内
容
や
住
民
へ
の

回
答
、
当
日
の
議
員
の
役
割
な
ど
に

関
心
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
好
市
は
人
口
が
減
っ
て

い
る
の
で
市
民
か
ら
議
員
定
数
の
削

減
を
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
本
町
議
会
が
議
員
定
数
を
削
減

し
た
経
緯
や
削
減
後
の
課
題
は
あ
る

か
な
ど
を
熱
心
に
聞
か
れ
て
ま
し

た
。

三好市議会議会運営委員会の方々と

徳
島
県
三み

好よ
し

市
議
会

三好市のデータ

人口 27,088 人

面積 721.42㎢

市の木 もみじ

市の花 さぎそう

市の鳥 めじろ

各自主防災会の訓練の様子

中心市のあり方に関する
協議結果をまとめた冊子

開成町ブランド認定審査会
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〇
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

文
命
中
学
校
野
球
部
全
国
大
会
出

場
に
伴
い
、
野
球
部
応
援
実
行
委
員

会
へ
補
助
す
る
た
め
補
正
。

問　

全
国
大
会
出
場
を
町
が
全
面
的

に
援
助
す
る
こ
と
は
評
価
を
し
て
い
る

が
、
援
助
す
る
成
績
に
基
準
は
あ
る
の

か
。

答　

部
活
動
費
の
範
囲
内
で
補
助
を
す

る
基
準
が
あ
る
。
今
回
の
よ
う
に
全
国

大
会
出
場
で
費
用
が
か
か
る
と
き
は
学

校
か
ら
相
談
が
あ
り
、
特
別
な
措
置
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。

７
月
随
時
会
議

ここが
知りたい！

補正予算

提出 議決日 議　案　名 審 議
結 果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長 ７/26 平成 29 年度開成町一般会計補正予算（第２号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29 年７月随時会議議案審議結果

★茅沼隆文議長は採決に加わらない。　　　○は賛成した者　　●は賛成しなかった者　　「除」は除斥　　「欠」は欠席

提出 議決日 議　案　名 審 議
結 果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長 ９/29 平成 29 年度開成町一般会計補正予算（第４号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29 年９月随時会議議案審議結果

★茅沼隆文議長は採決に加わらない。　　　○は賛成した者　　●は賛成しなかった者　　「除」は除斥　　「欠」は欠席

文
命
中
学
校
野
球
部
全
国
大
会

　
　
　
　
　
出
場
に
対
す
る
補
助

〇
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

９
月
29
日
に
衆
議
院
が
解
散
と
な
り
、
10
月

22
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
実
施
す
る
た
め

の
必
要
経
費
と
、
開
成
町
グ
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
破
砕
機
修
繕
工
事
費
を
補
正
。

問　

こ
れ
か
ら
搬
入
量
が
増
え
る
時
期
に
な
る

が
、
破
砕
機
が
な
い
間
も
受
け
入
れ
は
可
能
な
の

か
。

答　

選
定
枝
は
通
常
通
り
受
け
入
れ
、
施
設
内
に

あ
る
熟
成
槽
に
随
時
溜
め
て
い
く
。
年
明
け
か
ら

搬
入
量
が
減
る
の
で
、
新
し
く
購
入
し
た
破
砕
機

を
使
っ
て
処
理
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

９
月
随
時
会
議

ここが
知りたい！

補正予算 ①
衆
議
院
議
員
選
挙
に
伴
う
必
要
経
費

②
グ
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
破
砕
機
修
繕
工
事

　

委
員
会
で
は
、
町
営
住
宅
の
あ
り
方
を
主

と
し
て
、
現
状
分
析
、
町
民
へ
の
供
給
等
を

調
査
研
究
し
、
有
効
的
な
町
営
住
宅
運
営
の

可
能
性
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
に
四
ツ
角
町
営
住
宅
、
７
月
に
は
河

原
町
町
営
住
宅
の
現
地
視
察
を
行
い
、建
物
、

室
内
（
リ
フ
ォ
ー
ム
後
も
含
む
）
や
周
辺
環

境
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
ツ

角
団
地
住
居
者
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
開
成

町
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
を
担
当
部
局
で

あ
る
財
務
課
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
は
12
月
定

例
会
議
で
、
調
査

結
果
を
町
へ
提
言

で
き
る
よ
う
に
ま

と
め
て
い
き
ま

す
。

総務経済

　常任委員会
～所管事務調査項目～
町営住宅のあり方について

　

委
員
会
で
は
、
通
学
路
選
定
に
お

い
て
、
現
状
で
の
課
題
点
の
整
理
を

行
い
、
改
善
策
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

７
月
に
、
登
校
時
間
帯
、
下
校
時

間
帯
の
通
学
路
危
険
箇
所
の
現
場
視

察
を
行
い
、
８
月
に
は
、
不
審
者
に

絡
む
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
厳
選

し
、
17
箇
所
の
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
次
回
は
担
当
部
局
で
あ
る
、

教
育
総
務
課
、
環
境
防
災
課
に
所

管
事
務
調
査

項
目
に
関
し

て
説
明
を
求

め
、
調
査
研

究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

教育民生

　常任委員会
～所管事務調査項目～
通学路の選定等について

「議会改革検討委員会」が設置されました！

　

議
会
で
は
、
町
が
進
め
る
新

庁
舎
建
設
の
計
画
に
つ
い
て
、

全
町
的
な
視
野
に
立
っ
て
議
論

を
重
ね
、
継
続
的
に
調
査
研
究

を
図
る
た
め
、
全
議
員
（
議
長

を
除
く
）
で
構
成
す
る
「
新
庁

舎
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
、
調
査
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
11
回
と
第
12
回
の
委
員
会

で
は
、
新
庁
舎
の
構
造
や
日
本

の
公
共
施
設
で
初
と
な
る
Ｚ
Ｅ

Ｂ
庁
舎
の
検
討
、
新
庁
舎
建
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
業
者
の
選
定

方
法
等
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

第
13
回
の
委
員
会
で
は
、
議

場
に
導
入
予
定
の
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
委
員
間
討
議
を
行
っ
た
。

新庁舎に関する

調査特別委員会
～委員会開催状況～

　議会及び議員活動の活性化と充実を目指し、
８月 28日に議会改革検討委員会を発足させま
した。
　議長を除く全議員が議会改革に取り組んでま

いります。進捗状況は議会だより等でお知らせ
いたします。

委 員 長　吉 田 敏 郎
副委員長　下　山　千津子

現在調査中！

河原町町営住宅を現地視察

不審者情報を基に現地視察

委員長　佐々木　昇

委員長　前田　せつよ

委員長　吉田　敏郎
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議
会を傍聴しよう!

編
　
集
　
後
　
記

12月５日（火）開催予定

12月定例会議
多くの方の傍聴をお待ちしております。

詳しくは議会事務局まで

お気軽にお電話ください

TEL：８４－０３２３

各種団体の皆さん

議会と懇談会をしませんか！
　開成町議会では、議会に対する要望の集約や議会活動の充実とご理解を
図るため、町内の各種団体の皆様との懇談会を開催しています。この懇談
会は随時受け付けています。開催日程、場所、懇談のテーマなどご相談さ
せていただきますので、お気軽に議会事務局までご連絡ください。

　

今
年
の
夏
は
、
中
学
生
、
高
校
生

の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
開
成
町
に

と
っ
て
熱
い
夏
に
な
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
人
で
東
海

大
菅
生
高
校
野
球
部
主
将
と
し
て
、

甲
子
園
ベ
ス
ト
４
ま
で
勝
ち
進
ん
だ

小
玉
佳
吾
君
が
当
議
会
へ
報
告
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
談
を

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
若
い
世
代
を
は
じ
め
、

幅
広
い
世
代
の
方
々
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
町
民
参
加
型
の

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
８
月
に

「
議
会
改
革
検
討
委
員
会
」
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
方

と
と
も
に
明
る
い
未
来
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
佐
々
木
）

委
員
長　

井
上
三
史

副
委
員
長　

下
山
千
津
子

委　
　

員　

佐
々
木
昇

　
　
　
　
　

山
田
貴
弘

　
　
　
　
　

菊
川
敬
人

　
　
　
　
　

星
野
洋
一

小玉佳吾君を囲んで

開成町議会発行  編集／広報広聴常任委員会（広報分科会）  〒258-8502　神奈川県足柄上郡開成町延沢773
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11 月には開成町社会福祉協議

会と懇談会を行う予定です！

議会の動き

８月
１ 日　●広聴分科会
４日　●足柄上郡議長会定例会
１8日 ●全員協議会
　　　　　●総務経済常任委員会
　　　　 ●新庁舎に関する
　　　　　　　調査特別委員会
２8日 ●議会運営委員会
　　　　　●臨時全員協議会
 　　　　●広報広聴常任委員会
２９日 ●教育民生常任委員会

９月
５ 日 ●9月定例会議（～ 14日）
７ 日 ●教育民生常任委員会
１５日 ●議会運営委員会
 　　　　●広聴分科会
20日 ●全員協議会
 　　　　●広報広聴常任委員会
　　　　 ●議会改革検討委員会
27日 ●西部清掃組合委員会
　　　　 ●総務経済常任委員会
２9日 ●議会運営委員会
　　　　　●9月随時会議
　　　　 ●新庁舎に関する
　　　　　　　調査特別委員会

10月
2 日 ●足柄上郡議長会定例会
3日　●広報分科会
　　　　 ●議会改革検討委員会
１０日 ●広聴分科会
１1日 ●徳島県三好市議会視察受入
１3日 ●教育民生常任委員会　　　
１8日 ●県外行政視察（18・19日）
　　　　　　　（北海道幕別町・浦幌町）
２０日 ●全員協議会
 　　　　●広報広聴常任委員会
　　　　 ●議会運営委員会
２4日 ●足柄上郡衛生組合定例会
２5日 ●新庁舎に関する
　　　　　　　調査特別委員会
26日 ●議会報告会・意見交換会（円中）
26日 ●議会報告会・意見交換会（榎本）
30日 ●県西部広域消防運営協議会


